
月
号
月
号 

月
号 

清流と人が織りなす活力あるまち 清流と人が織りなす活力あるまち 

桜
と
笑
顔
の
花
開
く

桜
と
笑
顔
の
花
開
く 

桜
と
笑
顔
の
花
開
く 

川辺町合併60周年 
川辺町は今年で60歳になります 
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会
計
別
予
算 

当
初
予
算
額
の
推
移 

一
般
会
計
当
初
予
算
の
主
な
概
要 

 

　
平
成
２８
年
度
の
一
般
会
計
当
初
予
算
は
、 

川
辺
町
第
5
次
総
合
計
画
の
将
来
像
「
清
流

と
人
が
織
り
な
す
活
力
あ
る
ま
ち
」
の
実
現

を
目
指
し
、
「
子
ど
も
・
子
育
て
」
「
児
童

福
祉
」
「
防
災
・
災
害
対
策
」
を
重
点
施
策

と
し
て
編
成
し
ま
し
た
。
一
般
会
計
の
予
算

規
模
は
、
４３
億
８
１
０
０
万
円
で
前
年
度
と

比
較
し
て
４
・
８
％
増
の
積
極
型
予
算
と
な

り
ま
し
た
。
「
子
ど
も
・
子
育
て
」
で
は
、

不
妊
治
療
助
成
の
拡
充
、
出
産
育
児
奨
励
金

の
拡
充
や
中
学
生
以
下
の
医
療
費
無
料
化
を

継
続
し
て
い
き
ま
す
。
「
児
童
福
祉
」
で
は
、

児
童
発
達
支
援
事
業
施
設
の
建
設
や
第
一
保

育
所
の
耐
震
対
策
工
事
の
実
施
、
不
登
校
い

じ
め
防
止
な
ど
。
「
防
災
・
災
害
対
策
」
で

は
、
避
難
所
の
非
常
用
発
電
設
備
設
置
の
実

施
設
計
、
庁
舎
な
ど
の
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
、

自
主
防
災
力
の
向
上
支
援
な
ど
を
実
施
し
、

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。 

　
平
成
２８
年
度
は
予
定
し
た
大
型
事
業
の
確

実
な
執
行
を
図
り
つ
つ
、
健
全
な
財
政
運
営

と
総
合
計
画
の
着
実
な
推
進
に
努
め
ま
す
。 

 

新
年
度
の
主
な
内
容
（
主
要
会
計
） 

■
国
民
健
康
保
険
事
業
…
国
民
健
康
保
険
に

加
入
し
て
い
る
人
が
病
気
や
け
が
で
診
療
を

受
け
た
と
き
、
医
療
費
の
一
部
を
負
担
し
ま

す
。
ま
た
疾
病
予
防
の
た
め
の
特
定
健
康
診

査
な
ど
を
行
い
ま
す
。 

■
下
水
道
事
業
…
ト
イ
レ
、
風
呂
、
台
所
な

ど
の
生
活
排
水
を
処
理
場
に
送
る
た
め
の
配

水
管
な
ど
の
整
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。
施
設

の
維
持
管
理
と
区
域
内
需
要
に
伴
う
下
水
道

延
伸
工
事
、
都
市
下
水
路
修
繕
の
た
め
の
基

本
設
計
な
ど
を
行
い
ま
す
。 

■
介
護
保
険
…
介
護
が
必
要
な
方
や
そ
の
家

族
を
社
会
全
体
で
支
え
る
制
度
で
す
。
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
・
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
な
ど
の
介
護

サ
ー
ビ
ス
費
の
一
部
を
負
担
す
る
ほ
か
、
介

護
予
防
事
業
を
行
い
ま
す
。 

■
水
道
事
業
…
安
全
な
水
を
安
定
し
て
供
給

す
る
た
め
、
水
質
検
査
や
漏
水
調
査
、
重
要

配
水
管
耐
震
化
工
事
や
給
水
・
配
水
設
備
の

修
繕
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。 

「
清
流
と
人
が
織
り
な
す 

　
　
　
活
力
あ
る
ま
ち
」
の
実
現
に
向
け
て 

平成28年度当初予算 

43億8,100万円 
前年度比　2億円増額（4.8％増） 
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土木費 
7億871万円 
16.2％ 

総務費 
6億4,149万円 
14.6％ 

教育費 
3億9,983万円 
9.1％ 

公債費 
3億9,631万円 
9.1％ 

衛生費 
２億5,083万円 
5.7％ 

消防費 
2億1,764万円 
5.0％ 

農林水産業費 
1億5,809万円 
3.6％ 

その他 
1億1,113万円 
2.5％ 

民生費 
14億9,697万円 
34.2％ 

町税　 
11億9,886万円 
27.4％ 

繰越金 
1億円 
2.3％ 

その他 
6億3,334万円 
14.4％ 

地方交付税 
12億8,000万円 
29.2％ 

国庫支出金 
3億9,424万円 
9.0％ 

町債 
2億4,740万円 
5.6％ 

県支出金 
2億4,316万円 
5.6％ 

その他 
2億8,400万円 
6.5％ 

自主財源 
44.1％ 

依存財源 
55.9％ 

　
町
の
収
入
は
大
き
く
分
け
て
独
自
で
調

達
が
可
能
な
「
自
主
財
源
」
と
、
国
や
県

か
ら
の
助
成
や
補
助
金
な
ど
の
「
依
存
財
源
」

に
分
け
ら
れ
ま
す
。
自
主
財
源
の
主
な
も

の
と
し
て
、
町
民
税
、
固
定
資
産
税
の
「
町

税
」
は
、
昨
年
度
よ
り
３
・
５
％
増
の
１１
億

９
８
８
６
万
円
を
見
込
む
ほ
か
、
近
年
増

加
傾
向
に
あ
る
、
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る

寄
付
金
の
増
収
を
見
込
み
、「
そ
の
他
収
入
」

と
し
て
昨
年
度
比
５６
・
１
％
増
の
６
億
３

３
３
４
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。
依
存
財

源
は
、
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
普
通
交
付
税
、

特
別
交
付
税
の
「
地
方
交
付
税
」
を
昨
年

度
比
２･

３
％
減
の
１２
億
８
０
０
０
万
円
を

計
上
し
ま
し
た
。 

　
歳
出
に
つ
い
て
は
、
福
祉
医
療
助
成
金
、

児
童
発
達
支
援
事
業
施
設
整
備
事
業
な
ど
「
民

生
費
」
は
昨
年
度
比
１９
・
３
％
増
の
１４
億

９
６
９
７
万
円
。
ふ
る
さ
と
川
辺
応
援
事

業
や
庁
舎
キ
ュ
ー
ビ
ク
ル
の
改
修
事
業
な

ど
の
「
総
務
費
」
は
、
昨
年
度
比
２２
・
４

％
増
の
６
億
４
１
４
９
万
円
。
ま
た
社
会

資
本
整
備
総
合
交
付
金
事
業
、
地
籍
調
査

推
進
事
業
な
ど
「
土
木
費
」
で
は
前
年
度

比
２
・
８
％
増
の
７
億
８
７
１
万
円
を
計

上
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
事
業
詳
細
は

次
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
な
お
、

予
算
書
は
総
務
課
で
閲
覧
で
き
ま
す
。 

【
一
般
会
計
】 

　
町
の
会
計
の
中
心
的
な
も
の
で
、
通
常
の

行
政
運
営
の
基
本
的
な
経
費
を
計
上
し
た
会
計 

【
特
別
会
計
】 

　
町
が
特
定
の
事
業
を
行
う
場
合
、
一
般
会

計
と
切
り
離
し
て
収
支
経
理
を
行
う
会
計 

【
民
生
費
】 

　
安
定
し
た
社
会
生
活
を
維
持
す
る
た
め
、

社
会
福
祉
、
児
童
福
祉
、
高
齢
者
な
ど
に
使

わ
れ
る
経
費 

【
土
木
費
】 

　
町
道
や
河
川
の
整
備
や
管
理
、
公
園
や
公

営
住
宅
の
維
持
管
理
な
ど
に
使
わ
れ
る
経
費 

【
教
育
費
】 

　
教
育
に
関
す
る
事
や
生
涯
学
習
活
動
や
ス

ポ
ー
ツ
推
進
な
ど
に
使
わ
れ
る
経
費 

【
総
務
費
】 

　
財
政
・
財
務
管
理
に
要
す
る
経
費
や
Ｉ
Ｔ

に
関
す
る
経
費
、
選
挙
・
統
計
調
査
な
ど
に

使
わ
れ
る
経
費 

【
公
債
費
】 

　
借
入
れ
た
資
産
の
返
済
に
使
わ
れ
る
経
費 

【
衛
生
費
】 

　
健
康
増
進
事
業
な
ど
保
健
事
業
の
経
費
、

ご
み
処
理
な
ど
環
境
対
策
に
使
わ
れ
る
経
費 

【
消
防
費
】 

　
消
防
団
活
動
に
要
す
る
経
費
や
消
防
車
な

ど
の
整
備
、
地
域
防
災
の
た
め
に
使
わ
れ
る

経
費 

【
農
林
水
産
業
費
】 

　
農
業
、
林
業
な
ど
の
振
興
の
た
め
の
経
費 

【
そ
の
他
】 

　
議
会
運
営
や
観
光
振
興
な
ど
の
経
費 

用
語
解
説 

民生費 
142,272円 

土木費 
67,392円 

総務費 
60,736円 

教育費 
37,856円 

公債費 
37,856円 

衛生費 
23,712円 

消防費 
20,800円 

その他 
10,400円 

農林水産業費 
14,976円 

町の平成28年度一般会計当初予算の総額43億8,100万円を平成28年 
　　　　　　　　　 1月1日現在の人口10,543人で割り戻した町民 
　　　　　　　　　 1人あたりの予算額は、約41万6,000円となっ 
　　　　　　　　 　ています。 

1人あたりの予算額は･･･約41万6,000円 

歳出 歳入 
総額43億8,100円 総額43億8,100円 
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総務課　財政担当　蕁53-2511

快適に暮らすことができるまちづくり 

新たな活力をおこすまちづくり 

共に考え行動するまちづくり 

765万円 180万円 

833万円 811万円 

152万円 1億2,920万円 

1億5,556万円 

1,710万円 367万円 

　定住人口の増加を目指し新築住

宅購入者などに住宅にかかる固定

資産税相当額を３年間助成する事

業を1年間延長して実施します。 

防災・安全社会資本整備  
交付金事業 

　国の交付金を活用して歩道の

新設、橋りょう修繕、道路法面

防災工事のほか、通学路の安全

対策工事を実施します。 

木造住宅耐震化促進事業 

定住促進助成金事業 

　木造住宅耐震化促進のため、

耐震診断士を派遣するほか、耐

震補強工事に対して補助します。 

　今年度から15年計画で「重要

給水施設配水管布設替工事」を

行い、避難所や医療機関、福祉

施設などへの給水強化を図ります。 

観光交流推進（宿泊助成）事業 町民グラウンド改修事業 

　ボートなどのスポーツや文化

などの活動で、町内宿泊施設を

利用された方へ宿泊助成を行い、

観光交流の推進を図ります。 

地籍調査推進事業 

水道事業 

　対象区域内の一筆地調査、一

筆地測量などを実施します。 

714万円 208万円 4,964万円 

　ケーブルテレビを活用して、

議会の録画放送と地域情報の放

送を始めます。 

町合併60周年記念式典  
開催事業 

　生まれ故郷である川辺町を応

援したい、川辺町のこんな事業

を支援したいという寄付制度（ふ

るさと納税）を充実します。 

地域情報番組活用事業 ふるさと川辺応援事業 

　町民の皆さまと共に町合併

60周年を祝う記念式典を開催し、

町の歩み、歴史、文化などを振

り返ります。 

　水源かん養機能向上、野生鳥

獣などによる被害軽減のための

間伐などや官民共同による米田

富士の登山道整備を行います。 

担い手育成支援事業 森林環境税活用事業 

　耕作放棄地の減少や食料自給

率の向上のため、農業の担い手

に対し、農業機械の導入補助や

農地集積の支援を行います。 

4

5

6

　安心してスポーツを楽しめる

よう、町民グラウンドフェンス

部へのクッションラバー設置や

グラウンドの面補修を実施します。 
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1

誰もが安心して暮らせるまちづくり 

みんなで学び合うまちづくり 

防災対策事業 
庁舎・保健センター施設設備 
管理経費 

　庁舎、保健センターなどに防

犯カメラを設置して、来庁者や

庁舎機能の安全確保を図ります。 

庁舎等施設設備改修事業 

　老朽化に伴い庁舎キュービク

ル（受変電設備）の改修工事を

行います。 

198万円 372万円 2,471万円 

1億42万円 1億2,937万円 1,341万円 

135万円 1,543万円 222万円 

1,080万円 355万円 

54万円 45万円 

　インターネットを活用したご

み分別アプリを導入して、リサ

イクル率の向上に取り組みます。 

かわべかるた作成事業 児童生徒支援事業 

児童発達支援事業 

　かわべの文化や歴史を素材に

したかるたを作成し、郷土愛の

醸成や情報の発信を行います。 

　支援の必要な児童・生徒や少

人数指導の充実を図るため、支

援員の配置を行います。 

まなびのすすめ推進事業 

　子どもの努力や才能の表彰、

不登校・いじめの早期発見・未

然防止に取り組みます。 

自主防災組織育成事業 廃棄物分別収集処分事業 

　地域防災活動の推進を図るため、

防災資機材の整備や訓練などを

行う自主防災組織を支援します。 

福祉医療助成事業 

　乳幼児・児童生徒や障がいを

有する方などを対象に医療費の

自己負担分について無料化を実

施します。 

　子どもの発達に不安を抱える

保護者を支援するため、療育を

行う通所施設である児童発達支

援施設の建設を行います。 

母子保健事業 

出産育児奨励事業 

　妊婦および乳幼児が健康に過

ごすため、乳幼児健康診査、育

児相談、新生児聴覚検査のほか、

不妊治療助成を拡充して実施し

ます。 

　保育園児を地震から守るため、

地震対策工事を行います。今年

度は第一保育所の工事を実施し

ます。 

保育所施設設備改修事業 

　出生率向上のため、出産祝金

を従来の第3子目からを第2子

目からへ拡充して支給します。 

美しく安らぎのあるまちづくり 

2

3

　災害が発生した時の避難生活

に備え、やすらぎの家などに非

常用発電設備を設置するための

実施設計を行います。 

平成28年度 
予         算 

平成28年度の主要事業を、川辺町第5次総合 
計画の6つの体系に沿って説明します。 
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川
辺
の
名
は
約
１
３
０
０
年
前
、 

「
川
辺
郷
」
と
言
っ
て
い
た
頃
に

始
ま
り
、
鎌
倉
時
代
に
は
「
川
辺
庄
」

と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
江
戸
時

代
に
は
、
幕
府
の
直
轄
領
・
尾
張
領
・

旗
本
大
島
領
の
三
つ
に
分
か
れ
て

統
治
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
明
治

維
新
以
後
に
な
る
と
世
の
中
も
す

っ
か
り
変
わ
り
、
明
治
22
年
に
は

合
併
が
相
次
ぎ
、
新
た
に
「
川
辺
村
」

と
「
上
米
田
村
」
が
誕
生
し
、
同

30
年
「
川
辺
村
」
は
「
上
川
辺
村
」

を
加
え
て
「
川
辺
町
」
と
な
り
ま

し
た
。 

　
そ
の
後
、
戦
中
・
戦
後
の
厳
し

い
時
代
を
乗
り
越
え
、
昭
和
29
年

に
三
和
村
か
ら
分
村
し
た
鹿
塩
地

区
を
吸
収
合
併
、
翌
30
年
に
は
上

米
田
村
と
対
等
合
併
し
、
町
名
を
「
川

辺
町
」
と
し
ま
し
た
。
昭
和
31
年

９
月
30
日
に
下
麻
生
町
下
麻
生
地 

     

区
と
の
合
併
を
経
て
現
在
の
川
辺

町
が
誕
生
し
ま
し
た
。 

　
以
来
60
年
、
地
方
自
治
体
と
し

て
基
盤
を
着
々
と
整
備
し
、
先
人

諸
賢
の
汗
と
涙
、
た
ゆ
ま
ぬ
努
力

に
よ
り
水
と
緑
の
美
し
い
町
へ
と

発
展
し
ま
し
た
。 

   

　
も
と
も
と
、
２
級
国
道
１
５
５

号
線
が
主
要
道
路
の
役
割
を
果
た

し
て
い
ま
し
た
が
、
未
舗
装
で
道

幅
が
狭
く
す
れ
違
い
す
ら
困
難
な

道
で
し
た
。
こ
れ
に
代
わ
り
昭
和

40
年
、
国
道
41
号
線
が
開
通
し
、

富
山
県
〜
岐
阜
県
〜
愛
知
県
へ
の

ア
ク
セ
ス
が
容
易
に
な
り
、
多
く

の
自
動
車
が
行
き
来
す
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
同
58
年
に

は
新
山
川
橋
が
竣
工
し
東
西
へ
の

移
動
も
便
利
に
な
り
、
川
辺
町
で

生
活
す
る
上
で
大
き
な
支
え
と
な

っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
平
成
６

年
に
は
国
道
４
１
８
号
川
辺
バ
イ

パ
ス
、
平
成
21
年
に
は
国
道
41
号

美
濃
加
茂
バ
イ
パ
ス
が
開
通
し
て

岐
阜
、
名
古
屋
方
面
へ
の
ア
ク
セ

ス
も
充
実
し
、
川
辺
町
を
訪
れ
る

道
路
基
盤
と
し
て
欠
か
せ
な
い
道

路
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
町
の
イ
ベ
ン
ト
に
お
い
て
は
、

昭
和
46
年
に
第
1
回
町
民
運
動
会

を
開
催
。
昭
和
55
年
以
降
川
辺
お

ど
り
花
火
大
会
、
産
業
文
化
祭
（
現

在
は
川
辺
ふ
れ
愛
ま
つ
り
）
が
開

催
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
イ
ベ
ン
ト
は

多
く
の
人
に
支
持
さ
れ
、
愛
さ
れ

続
け
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
て

い
ま
す
。 

　
川
辺
ダ
ム
建
設
に
よ
っ
て
誕
生

し
た
ダ
ム
湖
は
、
風
と
流
速
が
少

な
く
多
く
の
ボ
ー
ト
愛
好
者
か
ら

そ
の
名
を
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
昭
和
45
年
に
は
第
１
回

全
日
本
女
子
選
手
権
競
漕
大
会
を

開
催
、
翌
年
に
開
催
し
た
第
２
回

同
大
会
で
は
、
秩
父
宮
妃
殿
下
が

ご
観
戦
さ
れ
ま
し
た
。
以
後
、
同

63
年
に
東
ア
ジ
ア
漕
艇
国
際
大
会
、 

平
成
24
年
に
は
ぎ
ふ
清
流
国
体
ボ

ー
ト
競
技
会
の
開
催
地
と
な
る
な
ど
、

各
種
競
技
会
が
多
数
開
催
さ
れ
て

　
川
辺
郷
か
ら
川
辺
町 

水
と
緑
の
美
し
い
ま
ち
へ 

 

充
実
す
る
道
路
基
盤 

ダ
ム
湖
と
の
共
存 

川
辺
町
は
今
年
で
 

60
歳
を
迎
え
ま
す
 

昭
和
32
年
12
月
･
下
麻
生
公
民
館
完
成
 

昭
和
34
年
9
月
･
伊
勢
湾
台
風
に
よ
る
被
害
甚
大
 

昭
和
35
年
10
月
･
国
道
41
号
線
下
川
辺
〜
西
栃
井
間
開
通
 

　
　
　
　
11
月
･
中
部
中
学
校
屋
内
運
動
場
完
成
 

　
　
　
　
12
月
･
町
営
住
宅（
天
徳
、飛
水
団
地
）完
成
 

昭
和
37
年
4
月
･
第
一
保
育
所
完
成
 

　
　
　
　
10
月
･
町
民
プ
ー
ル
建
設
 

昭
和
40
年
3
月
･
町
営
住
宅（
見
持
団
地
）完
成
 

　
　
　
　
　
　
･
国
道
41
号
線
川
辺
町
内
全
線
開
通
 

昭
和
41
年
3
月
･
飛
騨
川
橋
完
成
 

　
　
　
　
　
　
･
川
辺
町
合
併
10
周
年
記
念
式
典
挙
行
 

　
　
　
　
　
　
･
川
辺
音
頭
、飛
水
小
唄
発
表
 

昭
和
42
年
7
月
･
川
辺
小
学
校
新
校
舎
完
成
 

　
　
　
　
　
　
･
下
麻
生
地
区
に
プ
ー
ル
完
成
 

昭
和
43
年
8
月
･
集
中
豪
雨
に
よ
る
被
害
甚
大（
８
・
17
災
害
） 

　
　
　
　
10
月
･
明
治
１
０
０
年
記
念
式
典
挙
行
 

　
　
　
　
　
　
･
川
辺
町
章
を
制
定
 

昭
和
44
年
2
月
･
川
辺
町
給
食
セ
ン
タ
ー
完
成
 

昭
和
45
年
2
月
･
第
1
艇
庫
完
成
 

　
　
　
　
8
月
･
第
1
回
全
日
本
女
子
選
手
権
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
競
漕
大
会
開
催
 

昭
和
46
年
4
月
･
可
茂
消
防
事
務
組
合
川
辺
出
張
所
完
成
 

　
　
　
　
10
月
･
第
2
回
全
日
本
女
子
選
手
権
 

　
　
　
　
　
　
　
競
漕
大
会
開
催（
秩
父
宮
妃
殿
下
ご
観
戦
） 

　
　
　
　
　
　
･
第
1
回
町
民
運
動
会
開
催
 

昭
和
47
年
2
月
･
白
鳥
ひ
と
つ
が
い
皇
居
よ
り
お
こ
し
い
れ
 

　
　
　
　
4
月
･
上
水
道
事
業
開
始
 

　
　
　
　
9
月
･
井
上
敏
明
氏（
福
島
）ミ
ュ
ン
ヘ
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
 

　
　
　
　
11
月
･
第
1
回
川
辺
町
消
防
操
法
大
会
開
催
 

昭
和
48
年
3
月
･
川
辺
大
橋
完
成
 

昭
和
49
年
1
月
･
川
辺
町
異
常
渇
水
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
飲
料
水
対
策
本
部
設
置
 

　
　
　
　
3
月
･
町
営
住
宅（
比
久
見
団
地
）完
成
 

昭
和
51
年
5
月
･
川
辺
町
商
工
会
館
完
成
 

昭
和
54
年
8
月
･
川
辺
北
小
学
校
完
成
 

昭
和
55
年
4
月
･
小
中
学
校
名
変
更
 

　
　
　
　
5
月
･
山
楠
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
完
成
 

昭
和
56
年
3
月
･
川
辺
東
小
学
校
完
成
 

　
　
　
　
10
月
･
川
辺
町
中
央
公
民
館
完
成
 

合
併
後
の
主
な
町
制
の
歩
み
 

新山川橋開通 第１回町民運動会 国道41号全線開通 
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10月9日（日） 総務課 

教育委員会 

産業環境課 

教育委員会 

教育委員会 

教育委員会 

教育委員会 

教育委員会 

中央公民館 

平成27年11月～  
平成28年9月 

川辺町合併60周年記念式典 
川辺町社会福祉協議会創立25周年記念大会 

「川辺かるた」作成事業  
～これまでも、これからもこのまちが好き～ 

開催日 催事名 主管課 開催場所 

開催日(予定) 催事名 主管課 開催場所 

11月19日（土）～ 
11月20日（日） 

12月4日（日） 
または11日（日） 

川辺ふれ愛まつり2016

川辺町芸術劇場 

中央公民館 

中央公民館 

川辺漕艇場 

川辺中学校 
グラウンド 

役場駐車場 
および中央公民館 

中央公民館 

5月15日（日） 

 8月～1月 

8月7日（日） 

 役場および 
川辺ダム湖周辺 8月13日（土） 

9月3日（土） 

10月16日（日） 

青少年育成町民会議 

プレミアム付商品券発行事業  

第4回かわべ清流レガッタ 

第40回川辺おどり花火大会 

青少年育成のつどい 

第46回町民運動会 

企画まちづくり課 

い
ま
す
。 

　
ま
た
、「
親
水
」
を
目
的
と
す
る

マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
や
か
わ
べ
清
流
レ
ガ
ッ
タ
も
毎

夏
に
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

川
辺
中
学
校
や
周
辺
高
校
の
ボ
ー

ト
部
の
練
習
、
県
外
の
チ
ー
ム
の

合
宿
と
し
て
通
年
利
用
さ
れ
る
な
ど
、

常
に
活
気
に
溢
れ
て
い
ま
す
。 

　
ま
ち
づ
く
り
の
核
と
し
て
ダ
ム

湖
の
整
備
も
進
め
、
湖
岸
線
遊
歩

道
の
整
備
、
東
光
寺
公
園
改
修
な
ど
、

町
民
の
健
康
増
進
、
家
族
連
れ
や

子
ど
も
た
ち
の
憩
い
の
場
と
し
て

も
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
　 

   

　
平
成
27
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

た
川
辺
町
第
５
次
総
合
計
画
で
は
「
清

流
と
人
が
織
り
な
す
活
力
あ
る
ま
ち
」

を
将
来
像
と
し
「
町
を
プ
ロ
モ
ー

ト
す
る
、
活
力
を
起
こ
す
」「
支
え

合
う
、
協
働
で
取
り
組
む
」「
人
材

が
住
み
続
け
る
、
文
化
を
育
む
」

の
３
つ
の
基
本
理
念
を
念
頭
に
一

層
飛
躍
す
る
年
と
位
置
づ
け
、
本

年
度
は
様
々
な
事
業
を
合
併
60
周

年
記
念
事
業
と
し
て
展
開
し
ま
す
。 

６０
周
年
事
業
を
展
開
し 

飛
躍
の
年
に 

第1回かわべ清流レガッタ開催 国道41号美濃加茂バイパス開通 かわべ夢広場完成 

【ロゴマークとキャッチフレーズ】 
【合併60 周年記念事業の概要】 
（１）特別事業　　※町主催による新たな事業の開催 

（２）冠事業、協賛事業 
  ※既存事業のグレードアップ、その他団体等主催の事業への協賛 

　合併60周年を記念し、シンボルマークとなる「ロ
ゴマーク」「キャッチフレーズ」を募集しました。
町内外からロゴマーク34作品、キャッチフレーズ
145作品の応募があり、選考を経て下記の作品に
決まりました。なお、これらの作品の使用につい
ては、町ＨＰ掲載の使用マニュアルをご覧ください。 

　清流が育む川辺の豊かな自
然と、人々の笑顔があふれ、
水面に輪が広がるように未来
に向かい、町が発展する様子
を表現しました。 
作品：星野のぶこ　様 
　　　（埼玉県入間市)

　このロゴマークは、「60」を
モチーフに「0」に町章を使用し、
円と円を組み合わせて「団結」
「円満」「平和」をイメージし、
未来へ向かって飛躍と発展の
願いを込めています。 
作品：濱口温男　様 
　　　（高知県高知市） 

清流に 
輝く笑顔と 
川辺の輪 

昭
和
58
年
8
月
･
新
山
川
橋
完
成
 

昭
和
59
年
5
月
･
Ｂ
＆
Ｇ
川
辺
海
洋
セ
ン
タ
ー
完
成
 

　
　
　
　
10
月
･
川
辺
中
学
校
完
成
 

昭
和
62
年
4
月
･
川
辺
町
新
庁
舎
・
保
健
セ
ン
タ
ー
完
成
 

　
　
　
　
5
月
･
川
辺
町
合
併
30
周
年
記
念
式
典
 

　
　
　
　
　
　
　
庁
舎
･
保
健
セ
ン
タ
ー
完
成
式
典
開
催
 

昭
和
63
年
8
月
･
ぎ
ふ
中
部
未
来
博
協
賛
東
ア
ジ
ア
漕
艇
国
際
大
会
開
催
 

平
成
元
年
3
月
･
川
辺
町
第
一
保
育
所
完
成
 

平
成
2
年
4
月
･
防
災
行
政
無
線
開
局
 

平
成
4
年
7
月
･
下
水
道
幹
線
工
事
始
ま
る
 

平
成
5
年
4
月
･
か
わ
べ
夢
広
場
、や
す
ら
ぎ
の
家
完
成
 

平
成
6
年
5
月
･
ダ
ム
湖
周
辺
整
備
事
業
右
岸
工
事
完
成
式
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
国
道
４
１
８
号
川
辺
バ
イ
パ
ス
開
通
式
 

平
成
8
年
3
月
･
さ
わ
や
か
ナ
ー
シ
ン
グ
川
辺
・
川
辺
町
第
二
保
育
所
完
成
 

　
　
　
　
7
月
･
川
辺
町
合
併
40
周
年
記
念
式
典
開
催
 

　
　
　
　
10
月
･
第
5
回
全
国
市
町
村
交
流
レ
ガ
ッ
タ
川
辺
大
会
開
催
 

平
成
10
年
3
月
･
川
辺
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
新
築
移
転
工
事
完
成
 

　
　
　
　
8
月
･
川
辺
西
小
学
校
屋
内
運
動
場
完
成
 

　
　
　
　
10
月
･
全
国
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
祭（
ふ
れ
あ
い
レ
ガ
ッ
タ
）開
催
 

平
成
12
年
8
月
･
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
ボ
ー
ト
競
技
開
催
 

平
成
13
年
9
月
･
川
辺
西
タ
ウ
ン
A
棟
完
成（
14
年
に
B
棟
、15
年
に
C
棟
完
成
） 

平
成
15
年
4
月
･
川
辺
第
三
保
育
所
、川
辺
児
童
館
完
成
 

　
　
　
　
12
月
･
川
辺
町
北
部
公
民
館
完
成
 

平
成
16
年
12
月
･
美
濃
加
茂
市
、加
茂
郡
合
併
協
議
会
発
足
 

平
成
17
年
3
月
･
川
辺
中
学
校
屋
内
運
動
場
完
成
 

平
成
18
年
3
月
･
川
辺
町
中
央
公
民
館
新
図
書
室
完
成
 

　
　
　
　
　
　
･
川
辺
ダ
ム
湖
左
岸
遊
歩
道
完
成
 

　
　
　
　
10
月
･
川
辺
町
合
併
50
周
年
記
念
式
典
開
催
 

平
成
21
年
3
月
･
国
道
41
号
美
濃
加
茂
バ
イ
パ
ス
開
通
 

　
　
　
　
　
　
･
川
辺
東
タ
ウ
ン
A
棟
完
成
 

　
　
　
　
12
月
･
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
開
通
 

平
成
22
年
3
月
･
山
川
橋
改
修
工
事
完
成
 

　
　
　
　
9
月
･
美
濃
加
茂
市
と「
定
住
自
立
圏
の
形
成
に
関
す
る
協
定
」締
結
 

平
成
23
年
6
月
･
岐
阜
県
川
辺
漕
艇
場
　
新
艇
庫
完
成
 

平
成
24
年
5
月
･
第
3
回
か
も
1
グ
ラ
ン
プ
リ
川
辺
町
開
催
　
 

　
　
　
　
10
月
･
ぎ
ふ
清
流
国
体
ボ
ー
ト
競
技
開
催
 

平
成
25
年
11
月
･
可
茂
消
防
事
務
組
合
川
辺
出
張
所
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
移
転
新
築
工
事
完
成
 

　
　
　
　
8
月
･
第
1
回
か
わ
べ
清
流
レ
ガ
ッ
タ
開
催
 

平
成
26
年
８
月
･
川
辺
町
第
5
次
総
合
計
画
策
定
 

平
成
28
年
２
月
･
川
辺
町
総
合
戦
略
策
定
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の話題 
ースにズームイン

「ぐりとぐら」の読み聞かせ 
みんな絵本が大好きです 

室内雪合戦大会開催 
熱い戦いが繰り広げられました 

各保育所でお店屋さんごっこ 
かわいいお店が並びました 

　町内各保育所で「お店屋さんごっこ」が行われました。 
　第三保育所では、この日のために画用紙や折り紙、
自宅から持ってきたお菓子の空き箱などを使って商品
を製作し、ピザ屋さん、おもちゃ屋さん、服屋さんな
どが開店しました。 
　交代で店員さん役とお客さん役を楽しみ、店員さん
役の園児は、手を叩きながら大きな声で「いらっしゃ
い、いらっしゃい」「みんな買いに来てねー」と呼び
込みをし、お客さん役の園児は気に入った商品を買い、
友達と見せ合い自慢しあったり、食べるふりなどをし
て楽しんでいました。 

ズームイン　カワベ

悪徳商法にご注意を 
広域消費生活相談窓口をPR

　2月14日、B&G 海洋センターで「室内雪合戦大会」
が開催され、17チーム90人が参加しました。 
　屋外で行われる「雪合戦」のルールを室内で行える
ようアレンジしたもので、相手チームに玉をぶつけて
倒した人数を競うか、敵陣の旗を取るかで勝敗が決ま
ります。 
　多くのチームは、試合開始早々、相手に玉をぶつけ
ようと浪費してしまう姿が見られましたが、慣れない
スポーツに苦戦しながら、限られた玉、フィールド、
時間の中で戦略を練り、熱い戦いが繰り広げられまし
た。 
　参加者は「相手に玉を当てたときは気持ちいいが、
戦略を立てて試合に臨まなくては勝てない」と室内雪
合戦大会の難しさ、醍醐味を話されました。 

　2月16日、川辺第二保育所に読み聞かせサークル「ぐ 
りとぐら」が来園。「ぐりとぐら」は定期的に町内の
保育所などで読み聞かせを行っており、第二保育所で
は今年度3回目となります。　 
　初めに「もうぬげない」という絵本、続いて紙芝居
「くれよんさんのけんか」を読み、園児たちは絵本や
パネルシアターを見つめ、物語の世界に引き込まれて
いました。 
　その後、地球や星、ロケットの形をした小物にブラ
ックライトを当て物語を進める「ブラックライトシア
ター」が行われると、園児たちは幻想的な光に「もっ
とみたい」「もう一回やって」と感激した様子でした。 

　消費者トラブルを防ごうと、広域消費生活相談室（川
辺町・美濃加茂市・坂祝町・富加町）において美濃加
茂市のスーパーなどで啓発活動が行われました。 
　啓発活動では、管轄市町村の職員や消費生活相談員
が広域消費生活相談室の連絡先が記載してある啓発グ
ッズなどを配布しました。また、会場には定住自立圏
構想のマスコットキャラクター「かも丸」と「かも美」
も応援に駆け付けてくれました。 
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まち
川辺のニュ

西小3年しいたけ収穫祭 
自分で育て、自分で収穫 

　西小学校3年生の児童と保護者を対象として、鹿塩
ふれあい体験農園で「しいたけ収穫祭」が行われまし
た。このしいたけは、児童たちが原木から育てたもの
で、大きく育ったしいたけに驚きながら、一つひとつ
丁寧に収穫していました。 
　収穫したしいたけは、その場で炭火焼きにし、辺り
は醤油の焦げた食欲をそそる香りに包まれました。な
かにはしいたけが苦手だった児童もいましたが、収穫
したての肉厚のしいたけをほおばると、「苦手だった
けど、おいしく食べる事ができた」とそのおいしさを
伝えてくれました。 

ズームイン　カワベ

各保育所でひな祭り会 
かわいいひな壇が飾られました 

「人権推進校」感謝状贈呈式 
思いやりの心が広がります 

　人権推進校として人権に対する取り組みを行ってき
た川辺中学校に岐阜地方法務局と岐阜県人権擁護委員
連合会の連名による感謝状が贈られました。 
　川辺中学校は、今年度5月1日に人権推進校と指定さ
れてから、花の苗を植え協力して育てることを通して、
命の大切さや相手への思いやりを学んできました。同
局坂下美濃加茂支局長から「思いやりの花を育て、種
をまいてください」と話されると、生徒は「基本的人
権を守るために、優しい心を持ち、日常を大切にして
いきたい」と伝えました。 
※1年代表 前島圭太くんが支局長から感謝状を受理し
ました。 

　川辺中3年の日比野徳宏くんが岐阜県優秀スポーツ
賞表彰を受賞し、報告のため役場を訪れました。 
　この表彰は、国際大会で入賞、全国大会で3位以内
に入るなど、優秀な成績を収めた個人および団体に
贈られ、日比野くんは第10回中学校選抜ボート大会
男子シングルスカルで準優勝したことが評価されて
の受賞となりました。 
　日比野くんにボート競技について伺うと、「父の
勧めで始めたが、賞を残せるまでになるとは思って
いなかった。練習が辛いときもあったが、それがあ
るからこそ今の自分がある」と力強く語ってくれま
した。 

岐阜県優秀スポーツ賞表彰 
日比野徳宏くん（下鐡田）が受賞 

　町内各保育所でひな祭り会が開かれました。 
　第一保育所では、園長から桃の節句の由来などの
説明があった後、舞台に用意したひな壇に園児扮す
るかわいいお人形さんが登場しました。 
　保育士はひな人形一人ひとりの役割を説明しなが
ら選出、選ばれた園児は衣装を着て嬉しそうにひな
壇に上がりました。ひな人形役になりたい園児たちは、 

大きな声で「はい！はい！」と声を上げ、お内裏さ

まとお雛さま、三人官女、五人囃子が揃い、かわい
いひな壇ができあがりました。最後に全員で「うれ
しいひなまつり」を合唱し、ひな祭りを祝いました。 

だいり 

ばやし ひな 
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寄付・寄贈・奉仕作業 
【川辺町社会福祉協議会へ】 

佐伯　芳章　　オムツ 

佐伯　好春　　100,000円 

ズームイン　カワベ

自衛隊入隊・入校予定者表敬訪問 
町からは４名が入隊・入校 

児童館に「木育ひろば」 
いつでも誰でも木と触れあえます 

　川辺町児童館が、誰もが身近に木に触れ木育を体験
できる「木育ひろば」として県から認定されました。 
　3月18日に開かれた「お披露目会」と「ワークショ
ップ」には、約20組の家族連れが参加し、手遊びをし
たり、小麦粉とおがくずを混ぜて作った「おがこ粘土」
に触れ、花や星、アニメのキャラクターなどを作成し
ました。 
　また、「木育ひろば」には、つみきや家の形をした
木のおもちゃが置いてあり、子どもたちはドミノを作
ったり、木を車に見立てて遊んだりと、自由な発想で
楽しんでいました。 

　3月22日に、本町出身で平成28年度自衛隊入隊・入
校予定の4名が報告のため役場を表敬訪問されました。 
　皆さんに自衛隊での抱負を伺うと、「日本に貢献で
きるよう、職務と訓練に励みたい」、「川辺町の名に恥
じぬよう、頑張りたい」と話されました。 

　写真左から：大畑亨太さん（比久見）、佐伯佳優さん（下
鐡田）、佐藤町長、石丸稜太さん（中川辺）、矢嶋日向さ
ん（中川辺） 

（敬称略） 

町内各小学校で卒業式 
思い出が詰まった学舎を巣立ちました 

　町内各小学校で卒業式が行われ、川辺西小学校では
41人が6年間過ごした学舎を巣立ちました。 
　卒業証書授与では、卒業生は名前を呼ばれると「は
い」と大きな返事をしてステージへあがり、水野校長
から一人ひとりに卒業証書が手渡されると、神妙な面
持ちで受け取っていました。 
　在校生はお別れの言葉として、卒業生との思い出を
語り、卒業生はこれまで成長を見守ってくれた先生や
親への感謝の言葉を述べました。 

ズームイン　カワベ
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と
う
し
ん
地
域
振
興
協
力
助
成

金
は
、(

財)

と
う
し
ん
地
域
振
興

協
力
基
金
（
東
濃
信
用
金
庫
）
が
、

地
域
社
会
の
活
性
化
を
目
的
と
し

た
事
業
を
支
援
す
る
助
成
金
で
す
。

　
平
成
27
年
度
は
、
8
月
2
日
に

開
催
し
ま
し
た
、「
か
わ
べ
清
流

レ
ガ
ッ
タ
」（
1
1
3
ク
ル
ー
・

7
5
0
人
参
加
）
開
催
に
助
成
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金
は
、

国
か
ら
発
電
施
設
が
立
地
し
て
い

る
市
町
村
に
対
し
て
の
交
付
金
で

す
。  

　
平
成
27
年
度
は
、「
雌
鳥
農
業
排

水
路
改
修
工
事
」
に
交
付
を
受
け

ま
し
た
。
本
工
事
の
実
施
に
よ
り
、

排
水
路
の
機
能
維
持
が
向
上
し
、

路
肩
の
保
護
も
実
施
で
き
ま
し
た
。 

     

　
岐
阜
県
ス
ポ
ー
ツ
の
ま
ち
づ
く

り
支
援
補
助
金
は
、
県
が
県
民
の

ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
通
じ
た
心
身
の

健
康
づ
く
り
と
、
交
流
促
進
に
よ

る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め

に
交
付
す
る
補
助
金
で
す
。
平
成

27
年
度
は
「
か
わ
べ
清
流
レ
ガ
ッ

タ
」
に
補
助
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

財
団
法
人
と
う
し
ん
地
域
振
興 

協
力
基
金
助
成
事
業
　
２６
万
円 

電
源
立
地
地
域
対
策 

交
付
金
事
業
　
6
3
7
万
円 

岐
阜
県
ス
ポ
ー
ツ
の
ま
ち
づ
く 

り
支
援
補
助
金
　
６０
・
６
万
円 

 

　
消
防
団
協
力
事
業
所
と
し
て
認

定
さ
れ
た
事
業
所
に
は
、
表
示
証

を
交
付
す
る
と
と
も
に
町
H
P
で

も
事
業
所
名
を
公
表
し
ま
す
。
認

定
事
業
所
は
、
表
示
証
を
社
屋
な

ど
に
掲
示
す
る
こ
と
が
で
き
、
自

社
広
告
や
H
P
な
ど
で
広
く
公
表

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
社

会
貢
献
に
優
れ
た
事
業
所
と
し
て

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
も

の
と
考
え
て
い
ま
す
。 

    

次
の
い
ず
れ
か
に
適
合
し
て
い

る
こ
と 

１
．
従
業
員
が
川
辺
町
消
防
団
員 

 
 
 
 
 

　
　
と
し
て
、
１
名
以
上
入
団
し

　
　
て
い
る
事
業
所
な
ど 

２
．
従
業
員
の
消
防
団
活
動
に
つ

　
　
い
て
積
極
的
に
配
慮
し
て
い

　
　
る
事
業
所
な
ど 

３
．
災
害
時
、
訓
練
時
に
事
業
所

　
　
の
資
機
材
を
川
辺
町
消
防
団

　
　
に
提
供
す
る
な
ど
協
力
を
し

　
　
て
い
る
事
業
所 

４
．
そ
の
他
消
防
団
活
動
に
つ
い

　
　
て
積
極
的
に
配
慮
し
て
い
る

　
　
事
業
所
な
ど 

　
認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
事
業

所
は
、
申
請
書
に
次
の
書
類
を
添

え
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。（
申
請

書
は
町
H
P
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
） 

１
．
会
社
案
内
な
ど
業
務
内
容
の

　
　
分
か
る
書
類 

２
．
協
力
内
容
が
具
体
的
に
分
か

　
　
る
書
類 

３
．
そ
の
他
審
査
に
必
要
な
書
類 

平
成
平
成
２７
年
度
、
ま
ち
づ
く
り
に
ご
支
援
を

年
度
、
ま
ち
づ
く
り
に
ご
支
援
を
 

い
た
だ
い
た
事
業
を
紹
介
し
ま
す

い
た
だ
い
た
事
業
を
紹
介
し
ま
す
。
 

平
成
２７
年
度
、
ま
ち
づ
く
り
に
ご
支
援
を
 

い
た
だ
い
た
事
業
を
紹
介
し
ま
す
。
 

消
防
団
協
力
事
業
所
表
示
制
度
 
認
定
を
受
け
る
に
は
 

認
定
基
準
 

総
務
課
消
防
担
当
 

蕁
53
―

2
5
1
1

岐阜県消防団協力事業所支援減税制度 

　県では、消防団活動に協力する法人など

を支援するため「岐阜県消防団協力事業所

の支援のための事業税の課税の特例に関す

る条例」を平成27年3月に制定し、平成28

年4月1日から施行されました。 

消防団協力事業所表示制度 
消防団員が活動しやすい環境整備のために 

　災害発生時に、いち早く現場に駆けつけ地域防災の要となっているのが消防団

です。しかし、近年は団員の約80％がサラリーマンで、団員の確保や平日昼間

における防災力の低下が課題となっています。このため、消防団に入団しやすく

活動しやすい環境整備に取り組む事業所を認定し、事業所との新たな協力・支援

体制を築くことで、地域防災力のさらなる向上を目指します。 
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陽
炎
に
ゆ
れ
つ
つ
竹
刀
振
つ
て
を
り
　
　
　
武
知
　
　
徹

春
の
野
に
出
で
し
ナ
ー
ス
の
天
使
め
く
　
　
村
山
　
智
一

菱
餅
の
尖
り
し
角
の
固
さ
か
な
　
　
　
　
　
馬
場
　
孝
仁

遠
く
ゆ
く
散
歩
の
人
の
陽
炎
へ
る
　
　
　
　
馬
場
　
清
一

陽
炎
に
土
の
匂
ひ
や
休
耕
地
　
　
　
　
　
　
野
村
　
利
秋

口
と
が
ら
す
嬰
と
お
は
な
し
山
笑
ふ
　
　
　
佐
伯
美
千
代

如
月
の
東
雲
す
ぐ
に
明
け
ゆ
き
ぬ
　
　
　
　
土
屋
　
正
子

桜
餅
遺
影
の
母
は
微
笑
み
し
　
　
　
　
　
　
寺
田
　
島
子

入
院
の
姉
の
枕
辺
雛
あ
ら
れ
　
　
　
　
　
　
名
倉
　
晃
子

初
午
や
す
れ
違
ふ
子
の
頬
赤
し
　
　
　
　
　
宮
谷
内
親
枝

さ
く
ら
餅
赤
子
の
頬
も
さ
く
ら
色
　
　
　
　
福
井
　
裕
子

手
を
合
は
す
絵
馬
の
あ
た
り
に
梅
に
ほ
ふ
　
加
藤
　
珪
子
 
 
 
 
 

脱
ぎ
捨
て
し
上
着
を
探
す
夕
の
冷
え
　
　
　
桜
井
千
代
子
 

き
さ
ら
ぎ
 

し
の
の
め
 

浮
世
　
　
　
義
理
と
人
情
捨
て
ら
れ
ぬ
　
　
井
戸
　
幸
子

浮
世
　
　
　
転
廻
転
生
今
生
き
る
　
　
　
　
大
脇
　
孝
子

宝
物
　
　
　
手
足
伸
ば
せ
る
家
が
あ
る
　
　
野
中
　
鈴
子

宝
物
　
　
　
母
さ
ん
あ
っ
て
の
私
で
す
　
　
前
田
　
洋
子

氏
神
様
　
　
梅
花
白
牛
社
殿
守
る
　
　
　
　
平
野
　
涓
二

女
同
士
　
　
朝
の
喫
茶
へ
足
運
ぶ
　
　
　
　
桜
井
い
ね
子

久
し
振
り
　
無
沙
汰
を
詫
び
て
掌
を
交
わ
す
　
村
瀬
　
雅
一

月
皓
々
　
　
古
城
の
松
を
風
が
梳
く
　
　
　
平
岡
　
辰
子

優
し
い
声
　
老
い
を
夫
婦
で
支
え
合
う
　
　
平
岡
　
菊
子

花
曇
り
　
　
雲
雀
の
声
を
野
で
探
す
　
　
　
武
市
美
枝
子

春
爛
漫
　
　
澄
ん
だ
大
空
鯉
泳
ぐ
　
　
　
　
白
村
　
紀
子
 

す
 

【狂　俳】 
きょう　　 はい 

【俳　句】 
はい　　　 く 

わ
た
し
の
作
品 

【問い合わせ先】中央公民館図書室　TEL 53-2650

公
民
館
図
書
室
だ
よ
り
 

おおかみだぁ! 
著：サーラファネッリ 
訳：掛川 恭子　 

江ノ島西浦写真館  
著：三上 延 

魔女の封印 
著：大沢 在昌 

ショコラとコロン 
おかしの家のパンケーキ 
著：ふくざわ ゆみこ 
 

羊と鋼の森 
著：宮下 奈都 

奇蹟の呼吸法 
国際吹矢道スポーツ 
テキスト  
著：樋口 裕乗 

　
春
に
な
り
ま
し
た
。
何
か
新
し
い
こ

と
を
始
め
て
み
よ
う
か
な
と
考
え
て
い

る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。

そ
ん
な
時
は
図
書
館
を
の
ぞ
い
て
み
て

く
だ
さ
い
。 

　
物
作
り
や
手
芸
に
農
業
、
庭
造
り
な

ど
様
々
な
実
用
書
を
取
り
揃
え
て
お
り

ま
す
。 

　
始
め
る
に
あ
た
っ
て
の
基
礎
知
識
や
、

始
め
る
前
の
下
調
べ
な
ど
様
々
に
活
用

し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

関
連
本
な
ど
も
あ
り
、
さ
ら
に
興
味
を

引
く
も
の
を
見
つ
け
る
こ
と
も
で
き
る

と
思
い
ま
す
。 

　
パ
ソ
コ
ン
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
調

べ
も
の
に
ど
う
ぞ
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。 

《
新
刊
紹
介
》
 

開
室
時
間
（
火
〜
金
）
10
　00
〜
19
　00
 
 

 
 
 
　
（
土
・
日
）
10
　00
〜
17
　00
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春真っ盛り！！

5つのポイント 
①正しい姿勢で立つ（背筋と腹筋を意識して） 
　あごを引き、耳、肩、腰椎の前、膝、くるぶしが地面から垂直に一直
　線に伸びたような姿勢で、お腹が前に出ないようにしましょう。 
②かかとから着地し、つま先で蹴り出す 
③歩行のスピードを少し早めにする 
　意識をすると自然に歩幅が広くなり、より効果的です。 
④腕振りを実践する 
　肘を軽く曲げ、後ろへ引くように腕を振りましょう。自然に足が前に
　進みます。 
⑤呼吸は鼻から吸って口から吐く 

ウォーキングを続けるための3つのコツ 
①万歩計やスマートフォンのアプリを利用して歩数や消費カロリーを目
　で確かめる 
②コースを変えて町の発見を楽しむ 
③がんばりすぎない 

ウォーキングの効果 
　脂肪が減る 
　血行がよくなる 
　筋肉が鍛えられる 
　骨に刺激が与えられる 
　心肺機能が鍛えられる 

　町の人口10,536人のうち高齢者人口は、3,145人と29.9％の高

齢化率となっており、今後も高齢者人口は増えていくと推計され

ています。住み慣れた地域で生活をしていくためには、介護保険

制度などの公的なサービスも必要ですが、地域での声かけや助け

合いも大切になってきます。近所の人との何気ない会話が日々の

不安をやわらげたり、ちょっとした手助けのきっかけにつながる

ことがあります。地域の人が共通認識を持つことで、地域の絆づ

くりにつながります。まずは、近所の方との会話から始めてみま

しょう。 

＊本人または届け出を出された方の希望

　により掲載しています。（敬称略） 

2月中の届け出 

おめでた 

【出生】 

地区 出生児 性別 保護者名 

下川辺 

上川辺 

石神 

中川辺 

下川辺 

下川辺 

下川辺 

下川辺 

中野 

男 

女 

男 

男 

男 

女 

男 

男 

男 

佐伯　碧音 

村山　友菜 

紅谷　隆成 

小栗　真 

犬飼　幸志郎 

嶺川　采希 

鈴木　結嵐 

奥村　芯矢 

小池　葵 

　あおと 

　ゆうな 

りゅうせい 

まこと 

　こうしろう 

　ことね 

　ゆらん 

　しんや 

あおい 

地区 氏　名 
出身 氏名 

お相手の方 

細田　一将 比久見 八百津町 

【結婚】 

小倉　由莉 

おくやみ 
地区 亡くなられた方 年齢 性別 世帯主 

石神 

中川辺 

中川辺 

鹿塩 

下川辺 

下川辺 

福島 

比久見 

84 

89 

80 

92 

85 

89 

88 

88

男 

男 

男 

女 

男 

男 

女 

男 

本人 

本人 

本人 

本人 

本人 

　文 

好春 

本人 

人口と世帯【平成28年3月1日現在】 

人口 10,536人 　（-27） 

男 5,170人 （-14） 

女 5,366人   　（-13） 

世帯 3,793世帯 （+31） 

龍彦 

諭 

隆浩 

素治 

幸樹 

徳孝 

昭博 

善明 

輝 

　　（カッコ内は前年同月比） 

服部　徹郎 

岩井　久幸 

長尾　幸行 

　井　なよ子 

坪内　靖驪 

辻　惠信 

佐伯　久枝 

古田　夏美 

過ごしやすいこの季節に町内を歩いてみませんか？ 
せっかく歩くのなら格好よく歩きたい。そんなポイントを教えます！ 

地域包括支援センター　蕁53-2513

保健センター　蕁53-2515

住み慣れた地域で安心して暮らせる町に 

　 みんなで見守り助け合い活動を進めて 

　　　　　　いきましょう 
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4月の税 

＊納付は便利な口座振替で 

わくわく体験　蕁65-1515

固定資産税　　　1期 

国民健康保険税　1期 

軽自動車税 

農地を農地以外の目的に利用するためには？ 

　農地の売買・賃貸借や農地を住宅敷地、資材置場な

どに利用する場合は、次の２つの手続きがあります。 

１．農用地区域（農地が集団的に存在するもの、土地

改良事業の施行にかかる区域内の土地などの生産性の

高いもの、農業上の利用を確保すべき土地として指定

されたもの）の農地転用は原則として認められていま

せんが、一定の要件を満たしていることを条件として、

農用地区域から除外後に、農地転用許可申請をするこ

とができます。 

　農用地利用計画変更案検討申出（年2回　受付期間1月、

　8月） 

　↓決定までにおおむね1年かかります。 

　農地転用許可申請（毎月1回　中旬締め切り） 

　↓許可までにおおむね1月かかります。 

　売買・賃貸借など 

 

２．農用地区域以外（上記１以外）の農地転用 

　農地転用許可申請（毎月1回　中旬締め切り） 

　↓許可までにおおむね1月かかります。 

　売買・賃貸借など 

ささゆりクリーンパーク　春の催し物のお知らせ 

「介護就職デイ」の開催 

【ごみと遊ぼう】 
　開催日時：4月29日(金)　9：00～15：00（最終受付時間　14：00） 
　場　　所：わくわく体験館 
　参 加 費：無料 
　1. 廃びんで作る箸置き 
　　対象：小学1年生以上 
　　定員：先着100名 
 　2. リサイクル工作　牛乳パックで作るパタパタ鳥 
　 　対象：3歳以上（幼児は保護者同伴） 
　　 定員：先着100名 
※わくわく体験館は通常火曜日、祝日は休館日となり
　ますが、ゴールデンウィーク期間中（4月29日（金）
　～5月5日（木））は臨時開館します。 

女性学級・高齢者学級のご案内 

　教育委員会では、平成28年度の女性学級生・高齢者
学級生を募集しています。 

＜女性学級＞　 
【対象】町内在住の女性（定員50名） 
　女性としての知性を高め、健康で明るい家庭づくり・
地域作りに役立てることを趣旨として開催します。あ
なたも学級生に登録して、楽しく活動してみませんか。 

＜高齢者学級＞ 
【対象】町内在住の男性・女性（定員50名） 
　心豊かな生活を送るために、現代社会に必要な新し
い教養と感覚を身につけるとともに、学級生相互の親
睦を図ることを趣旨として開催します。 

女性学級・高齢者学級合同開級式（5月15日（日）
を予定しています）　 
5月15日（日）9：40～「開級式」の後、講演会などを
予定しています。（内容が変更になる場合があります） 

　ハローワーク美濃加茂では、介護職に興味のある方、
介護職に就きたいと考えている方、介護分野の事業所
と直接話がしたい方など、介護職に関する様々な質問
や疑問にお答えするため、介護就職デイを開催してお
ります。 
　ハローワークへの求職登録の無い方でも参加できま
すので、ぜひお気軽にお越しください。 

ささゆりクリーンパーク　蕁65-4111

教育委員会　蕁53-2650

産業環境課　蕁53-7212

【リサイクル自転車無料抽選会】 
　抽選台数：10台 
　応募期間：4月16日(土)～5月12日(木) 
　　　　　　（開館時間　9：30～16：00） 
　※ただし、毎週火曜日と5/3(火)～5/5(木)は休館日 
　応募場所：エコサイクルプラザ　３階 
　応募条件：当選された自転車を持って帰ることができる方 
　抽選日時：5月13日(金) 10：00 
　　　　　　（立会い可　当選者には電話連絡します） 
　詳しくは、HP（http://www.kamoeisei.jp/）をご覧ください。 

１．開催日　　4月6日（水）、20日（水） 
　　　　　　　5月6日（金）、18日（水） 
　　　　　　　いずれも14：00～16：00まで 
２．場　所　　ハローワーク美濃加茂　２階会議室 
３．その他　　予約不要、入場自由、履歴書不要 

記 

ハローワーク美濃加茂　蕁25-2178
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県内にお住まいのひとり親の方を対象に、 
就業支援講習会受講者を募集します 
 
 

２人目からの出産に「出産祝金」を支給します 

県ひとり親家庭就業・自立支援センター 
蕁058-268-2569　shien-gifu@sunny.ocn.ne.jp 
 

募集講座　　介護職員初任者研修　 
　　　　　　医療事務、パソコン講習（入門・検定
　　　　　　コース） 
対象者　　　県内にお住まいのひとり親の方で、児
　　　　　　童扶養手当を受給しているかまたは同
　　　　　　等の所得水準の方　 
定員　　　　5～10人（抽選）※講座により異なります 
受講料　　　無料（教材費は本人負担） 
申込期限　　4月18日（月）～5月27日（金） 
申し込み　　可茂県事務所　蕁25-3111

　町では、お子さまの誕生を祝い、かつ、定住の促
進を図るために出産祝金を支給しています。祝金の
支給を受けるためには申請が必要です。申請期限は
出生日から3か月以内となりますのでご注意ください。 

平成28年度　手話奉仕員養成講座 

「手話を学ぼう　手話で話そう」入門課程23回 
　手話を始めてみませんか。手話で話してみたい人も、
手話通訳を目指す人もスタートはここから。 
※基礎課程（平成29年度）と合わせて全カリキュラ
ム修了となります。 
※基礎課程は、入門課程の受講者のみが受講できます。 

■支給対象者 
　平成28年4月1日以降に出生した2人目からの子を
養育する方で、次のいずれにも該当する方 
１．対象児の出産日より1年以上前から町内に住所
　がある、または出産後も引き続き町内に1年以上
　居住する意思を有する養育者。 
２．養育者が町税、国民健康保険税・保育料・水道料・
　町営住宅料などを滞納していないこと。 

■支給金額　　第2子……………… 50,000円 
　　　　　　　第3子………………100,000円 
　　　　　　　第4子以上…………200,000円 
※平成28年4月1日以降に出生した第2子からについ
て支給されます。支給対象になると思われる方は、
住民課にて「出産祝金支給申請書」にご記入のうえ
申請してください。（出産祝金は申請がないと支給
されません） 

■申請期限　対象児の出生の日から3か月以内 

■手続に必要なもの 
　①出産祝金支給申請書 
　②振込先のわかる通帳 
　③印鑑 
　④川辺町に本籍のない方：出生の事実が確認でき
　　る戸籍謄本 

川辺町重度障がい者社会参加助成事業のご案内 

　町では、在宅の重度障がい者の方の社会参加を促進
するため、タクシー事業者やガソリンスタンドでご利
用いただける社会参加助成券を交付しています。対象
になられる方は、住民課へご申請ください。 
【対象となる方】 
　① 身体障害者手帳（1級、2級、3級）をお持ちの方 
　② 療育手帳（Ａ、Ａ1、Ａ2）をお持ちの方 
　③ 精神障害者保健福祉手帳（1級、2級）をお持ちの方 
　※ただし、町に居住し在宅の方に限ります。（施設入
　　所・入院中の方は対象外となります） 
【助成金額】 
　おひとりにつき最大14,400円（1枚600円券を24枚）
の助成券を交付。（年度途中での申請は申請月分からの
交付となります） 
【持ち物】 
　①各種障害者手帳（身体障害者手帳、療育手帳、精
　　 神障害者保健福祉手帳） 
　② 印鑑 

町有地をお売りします 

　町が所有する土地を、一般競争入札でお売りします。
個人・法人は問いません。買い受けを希望される方は、
ご参加ください。        
●売払い方法　一般競争入札 
　　　　　　　町が公表する売払最低価格（予定価格）
　　　　　　　以上で最高価格を提示した人を売払い
　　　　　　　の相手方とする方法です。        
●入札物件　　所在地　下川辺字川端390番および401番3  
　　　　　　　地目   　原野      
 　　　　　　　土地面積(合計)   公簿面積：3,914裃・
　　　　　　　実測面積：3,914.66裃     
 　　　　　　 売払最低価格　2,505,382円      
●入札案内書・ 
　申込書などの配布      
 
●参加申込期間　4月18日（月）から4月22日（金）までに総務課
　　　　　　　　　窓口に提出し、受付を済ませてください。       
　　　　　　　　※詳細については、入札案内書または
　　　　　　　　　総務課にて確認してください。       
●入札の日時 
  および場所 

住民課　蕁53-2513

住民課　蕁53-2513

住民課福祉担当　蕁53-2513（内線128） 

配布場所：役場2階　総務課窓口で配 
布中（土日を除く） 
HPでも入手可（http://www.kawabe-gifu.jp）      
 

4月27日（水）10：00～ 
役場3階　第1会議室 

日　時：各日 10：00～12：00

入門課程（全23回） 

基礎課程（全22回） 

会　場：美濃加茂市総合福祉会館すこやかタウン 
受講料：無料　ただしテキスト代（3,240円）は実費 
対　象：高校生以上で美濃加茂市・加茂郡在住の手 
　　　　話未経験者 
定　員：30人 
申込み：5月9日（月）まで 

H28年 

H29年 

5/14 

9/17 

1/7 

 

5/28 

10/1 

1/21 

 

6/11 

10/15 

2/4 

 

6/25 

10/29 

2/18

7/9 

11/12 

3/4

7/23 

11/26 

3/18

8/6 

12/10 

－ 

8/20 

12/17 

－ 

9/3 

－ 

－ 

H29年 

H30年 

4/8 

8/19 

1/13 

 

4/22 

9/2 

1/27

5/13 

9/16 

2/10

5/27 

9/30 

2/24

6/10 

10/14 

－ 

6/24 

11/4 

－ 

7/8 

11/18 

－ 

7/22 

12/2 

－ 

8/5 

12/16 

－ 
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産業環境課　蕁53-7212

■
登
録
と
予
防
注
射
を
！
　 

　
ペ
ッ
ト
と
し
て
飼
う
犬
は
生
後

91
日
以
上
に
な
っ
た
ら
「
登
録
」

を
申
請
し
、
毎
年
1
回
の
「
狂
犬

病
予
防
注
射
」
を
行
う
こ
と
が
法

律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

登
録
は
基
本
的
に
生
涯
に
1
回
で
、

狂
犬
病
予
防
注
射
は
毎
年
1
回
、

必
ず
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

町
で
は
下
記
の
日
程
で
集
合
注
射

を
行
い
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
を

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

■
狂
犬
病
っ
て
ど
ん
な
病
気
？ 

　
狂
犬
病
は
、
犬
だ
け
の
病
気
だ

と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？
犬
だ
け

で
な
く
、
人
を
含
む
す
べ
て
の
哺

乳
類
が
感
染
す
る
病
気
で
す
。
ま

た
、
治
療
法
が
な
く
、
発
症
す
る

と
ほ
ぼ
1
0
0
％
死
亡
す
る
と
て

も
恐
ろ
し
い
病
気
で
す
。
　 

　
現
在
、
日
本
で
は
犬
や
人
な
ど

を
含
め
て
狂
犬
病
の
発
生
は
あ
り

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
日
本
の
周
辺

国
を
含
む
世
界
の
ほ
と
ん
ど
の
地

域
で
は
依
然
発
生
し
て
お
り
、
日

本
は
常
に
侵
入
の
脅
威
に
さ
ら
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
万
が
一
の

侵
入
に
備
え
た
対
策
が
重
要
と
な

っ
て
い
ま
す
。
愛
犬
を
含
む
家
族

や
周
り
の
大
切
な
人
た
ち
を
狂
犬

病
か
ら
守
る
た
め
、
予
防
注
射
は

必
ず
受
け
さ
せ
ま
し
ょ
う
。 

■
鑑
札
と
注
射
済
票
は
着
け
て 

　
登
録
や
予
防
注
射
が
済
ん
で
い

る
証
で
す
。
ま
た
、
犬
が
迷
子
に

な
っ
た
場
合
や
災
害
な
ど
で
離
れ

ば
な
れ
に
な
っ
た
時
で
も
す
ぐ
に

飼
い
主
が
分
か
り
ま
す
。
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。 

1日目：5月13日 (金)

商工会館前 

西栃井禅原寺駐車場 

西栃井消防詰所前 

下川辺公民館前 

JA集出荷場駐車場(大北) 

鹿塩公民館前 

やすらぎの家裏駐車場 

保健センター前 

 

　9：25 ～  9：50 

　9：55 ～ 10：05 

10：10 ～ 10：30 

10：35 ～ 10：55 

11：05 ～ 11：20 

11：30 ～ 11：50 

12：00 ～ 12：25 

12：35 ～ 12：55

2日目：5月16日 (月)

野中伸建工業東 (福島) 

下飯田公民館前 

比久見下公民館前 

比久見上公民館前 

下鐡田下公民館前 

北部公民館駐車場 

旧下麻生小学校駐車場 

田中公民館前(上川辺) 

上川辺消防詰所横 

　9：00 ～  9：15 

　9：20 ～  9：30 

　9：40 ～ 10：00 

10：05 ～ 10：50 

10：55 ～ 11：05 

11：10 ～ 11：25 

11：30 ～ 11：45 

11：50 ～ 12：10 

12：15 ～ 12：35※例年と順番が異なります。ご確認ください。 

注射会場に持参するもの 

○案内はがき 

　登録済みの方のみ、送付します。 

○接種料金  　　　3,150円 

　(内訳)　注射料金 2,600円 

　注射済票交付手数料   550円 

※新規・未登録の場合は、接種料金に加え 

　登録料3,000円が必要です。 

 

【集合注射でのお願い】 

　○事故を防ぐため、犬を抑えることができる方 

　　が連れてきてください。 

　○犬の体調が悪い場合は、動物病院での注射を 

　　お願いします。 

　○問診票（はがきに記載） 

　　は事前に記入してくだ 

　　さい。 

 

狂犬病予防接種で 
愛犬と家族を守りましょう！ 

狂犬病は日本、イギリスなど一 
部の国や地域を除いて、全世界 
で感染が確認され、毎年全世界 
で55,000人以上の人が亡くなっ 
ているんだ 

僕だけじゃなく、 
ご主人さまにも 
感染しちゃう病気 
なんだ 

登録してあれば、 
迷子になったり、 
ご主人と離れても 
安心だな 
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特
別
弔
慰
金
の
趣
旨
に
つ
い
て
、
特
別 

弔
慰
金
は
墓
守
料
で
は
な
い
の
で
す
か
？ 

特
別
弔
慰
金
は
、
国
が
戦
没
者
等
の
遺 

族
に
対
し
改
め
て
弔
慰
の
意
を
表
す
た 

め
に
支
給
す
る
も
の
で
す
。
墓
守
料
、 

線
香
代
、
お
花
代
な
ど
と
し
て
支
給
す 

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

今
回
、
５
年
ご
と
に
２
回
の
支
給
に
分 

け
る
理
由
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。
５
年 

後
に
改
め
て
請
求
手
続
を
す
る
の
で
す 

か
？ 

今
般
、
日
本
遺
族
会
か
ら
、「
戦
没
者

遺
族
に
、
国
は
戦
没
者
を
忘
れ
な
い
と 

い
う
証
を
示
し
て
ほ
し
い
」
と
し
て
、 

特
別
弔
慰
金
の
継
続
・
増
額
の
要
望
あ

っ
た
た
め
、
償
還
額
を
年
５
万
円
に
増

額
す
る
と
と
も
に
、
弔
意
の
意
を
表
す

機
会
を
増
や
す
た
め
５
年
償
還
の
国
債

を
５
年
ご
と
に
２
回
支
給
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
な
お
、
２
回
目
（
５
年

後
）
は
、
平
成
32
年
４
月
１
日
か
ら
請

求
受
付
を
開
始
す
る
予
定
で
す
。 

前
回
の
請
求
者
は
死
亡
し
て
い
ま
す
。 

も
う
誰
も
請
求
で
き
ま
せ
ん
か
？ 

第
十
回
特
別
弔
慰
金
は
、
平
成
27
年
４ 

月
１
日
が
基
準
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。

よ
っ
て
、
基
準
日
よ
り
前
（
平
成
27
年

３
月
31
日
ま
で
）
に
死
亡
さ
れ
た
方
は

該
当
に
な
り
ま
せ
ん
が
、
基
準
日
以
降

に
死
亡
さ
れ
た
方
は
請
求
権
が
あ
る
た

め
、
相
続
人
が
代
わ
っ
て
請
求
で
き
ま

す
。
な
お
、
基
準
日
よ
り
前
に
死
亡
さ

れ
た
前
回
の
請
求
者
は
す
で
に
受
給
権

を
失
っ
て
い
る
た
め
、
今
回
の
請
求
は

そ
の
方
を
除
い
た
他
の
生
存
者
が
請
求

で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
請
求
順
位
お
よ

び
戦
没
者
と
生
計
関
係
が
あ
る
な
ど
、

一
定
の
条
件
を
兼
ね
備
え
た
方
に
限
ら

れ
ま
す
。 

前
回
の
請
求
者
は
、
裁
定
通
知
後
（
受

給
者
認
定
後
）
に
死
亡
し
た
た
め
、
自

己
の
名
で
こ
れ
を
受
給
し
た
相
続
人
が

い
ま
す
。
こ
の
相
続
人
は
「
弔
慰
金
受

給
者
」
に
該
当
し
ま
す
か
？ 

弔
慰
金
受
給
権
者
の
相
続
人
と
し
て
弔

慰
金
を
受
け
た
者
は
、「
弔
慰
金
受
給
権

者
」
に
は
該
当
し
ま
せ
ん
。
こ
の
場
合

は
、
弔
慰
金
の
請
求
権
を
単
に
財
産
権

と
し
て
相
続
し
た
に
す
ぎ
な
い
か
ら
で

す
。 

戦
没
者
等
の
死
亡
後
に
生
ま
れ
た
孫
は
、

支
給
対
象
に
な
り
ま
す
か
？ 

特
別
弔
慰
金
は
、
「
弔
慰
」
の
意
を
表

す
る
と
い
う
制
度
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族
（
三

親
等
内
）
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
の
で
、 

戦
没
者
等
の
死
亡
後
に
生
ま
れ
た
方
は

対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。 

AAA QQQ

AA QQ

特
別
弔
慰
金
に
関
す
る
ご
質
問 

住
民
課
　
戦
没
者
弔
慰
金
担
当
 

蕁
53
―

2
5
1
3

  

　
平
成
27
年
4
月
1
日
（
基
準
日
）
に
お

い
て
、「
恩
給
法
に
よ
る
公
務
扶
助
料
」

や
「
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に 

よ
る
遺
族
年
金
」
な
ど
を
受
け
る
方
（
戦 

没
者
等
の
妻
や
父
母
な
ど
）
が
い
な
い
場 

合
に
、
次
の
順
番
に
よ
る
先
順
位
の
ご
遺 

族
お
一
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。 

 

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族
で 

１
．
平
成
27
年
4
月
1
日
ま
で
に
戦
傷
病

者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
弔
慰
金 

の
受
給
権
を
取
得
し
た
方 

２
．
戦
没
者
等
の
子 

３
．
戦
没
者
等
の
　
①
父
母
　
②
孫
　
③

祖
父
母
　
④
兄
弟
姉
妹 

※
た
だ
し
、
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
、
生 

計
関
係
を
有
し
て
い
る
こ
と
な
ど
の
要
件 

を
満
た
し
て
い
る
か
ど
う
か
に
よ
り
、
順 

番
が
入
れ
替
わ
り
ま
す
。 

支
給
対
象
者 
４
．
上
記
１
か
ら
３
以
外
の
戦
没
者
等
の

三
親
等
内
の
親
族
（
甥
、
姪
な
ど
） 

※
戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
引
き
続
き
１

年
以
上
の
生
計
関
係
を
有
し
て
い
た
方
に

限
り
ま
す
。 

額
面
25
万
円
、
５
年
償
還
の
記
名
国
債 

支
給
内
容 

住
民
課
　
戦
没
者
弔
慰
金
担
当 

請
求
窓
口 

平
成
30
年
４
月
２
日
ま
で 

（
請
求
期
間
を
過
ぎ
る
と
第
十
回
特
別
弔

慰
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま

す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
） 

請
求
期
限 

　
広
報
か
わ
べ
６
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
と
お
り
、
戦
後
70
周
年
を
節
目
と

し
た
国
の
特
別
弔
慰
金
の
支
給
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
ま
だ
請
求
が
お
済
み
で
な

い
方
は
、
手
続
き
く
だ
さ
い
。
 

も
う
お
済
み
で
す
か
？
 

 
第
十
回
特
別
弔
慰
金
の
請
求
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住民課　蕁53-2513

　後期高齢者医療制度の保険料は、被保険者全員が等しく負担する「均等割額」と被保険者の所得に応じて

負担する「所得割額＝被保険者の所得※×所得割率」の合計となり、保険料率は、2年ごとに見直されます。

平成28・29年度の保険料率は、次のとおりとなります。 

１：一人当たり医療費の増加 

　医療の高度化などにより高齢者の一人当たり医療費は、年々増加しており、平成28・29年度は、2年分で

約3％の増加が見込まれます。 

２：後期高齢者賃金率の引き上げ 

　後期高齢者医療制度の被保険者が保険料として負担する率は、国の政令により平成26・27年度が10.73% 

　でしたが、平成28・29年度は、10.99% に改定されました。 

一人当たりの保険料（試算）について 

　保険料は所得に応じて計算されますが、所得の少ない世帯の方には保険料の軽減措置があります。

軽減後の被保険者の一人当たり保険料を比較すると4.3％の増加が見込まれます。 

　平成28・29年度の保険料率の算定にあたっては、医療の高度化などにより、引き続き高齢者の一人

あたり医療費は増加していることに加え、後期高齢者負担率の引き上げにより、一人あたり軽減後保

険料額の増加が避けられないため、前期同様、剰余金および財政安定基金交付金を活用することで、

保険料の増加抑制を行うこととしています。 

制度にかかる医療費負担のしくみ 

窓

口

負

担 

医療給付費 

公債（国・県・市町村） 

現役世代からの支援金 
（74歳までの方の保険料） 

約4割 

被保険者の 
保険料 
約1割 

平成28・29年度から 
県後期高齢者医療保険料の保険料率が変わります 

保険料が増加する主な要因について 

軽減基準が下記のとおり拡大されます。 

2割軽減の拡大…基準額33万円＋48万円×被保険者数　　※前年47万円から48万円に変更 
5割軽減の拡大…基準額33万円＋26.5万円×被保険者数　※前年26万円から26.5万円に変更 

平成28年度から均等割の2割軽減、5割軽減対象者が拡大されます 

　急速な少子高齢化が進む中、国民皆保険を守り、家族や

社会のために長年尽くされた高齢者の方々が、安心して医

療を受け続けられるようにするため、みんなで医療費を負

担する支えあいの仕組みです。 

後期高齢者医療制度にかかる医療費負担 
のしくみ 

平成26・27年度 平成28・29年度 
850円増 

0.56ポイント増 

均 等 割 41,840円 

所得割 7.99％ 

42,690円 

平成26・27年度 平成28・29年度 

56,843円 59,272円 

8.55％ 

2,429円増（4.3％増） 
一人当たり軽減後 

保険料額（年額） 

平成28・29年度から 
県後期高齢者医療保険料の保険料率が変わります 

※所得：総所得金額など－33万円（基礎控除） 
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乳幼児対象行事　10：30～ 

　4月19日（火）ブレーメンと遊ぼう 

　　　22日（金）ふれあいタイム 

　　 25日（月）発育測定（10：00～11：00) 

　5月13日（金）おはなしなあに 

小学生対象行事　13：30～　　 

　4月16日（土）工作の日 

　　 30日（土）おもちゃ病院 

　5月 7日（土）映写会の日 

　　 14日（土）なかまあそびの日 

子育て中のみなさん！ 
一緒に話したり親子遊びを楽しんだりして、子育 
てについて学びませんか？ 
日　時　5月～3月まで　月1～2回10：00～11：30 
場　所　中央公民館 
開級式　3歳児学級　　5月13日（金） 
　　　　2歳児学級　　5月19日（木） 
　　　　0-1歳児学級　5月20日（金） 

教育委員会　　　　 蕁53-2650 
保健センター　　　 蕁53-2515 
児童館　　　　　　 蕁53-4451 
子育て支援センター 蕁53-4388

乳幼児学級 児童館 乳幼児学級 

一日のスタートは朝食から 

保健センター 育児相談 
4月13日（水）9：30～10：30 保健センターで受付 
保健師と管理栄養士が相談に応じます。 

育児相談 

保育所で遊ぼう！ 

おはなし会 おはなし会 公民館図書室 

園庭開放 園庭開放 

こぐまちゃんの会（0～3歳未満児向け） 

4月14日（木）11：00～ 
手遊びや、絵本の読み聞かせを一緒にどうぞ！ 

4・5月 
　の行事 

児童館・児童館・子育子育て 

支援支援センター 

児童館・子育て 

支援センター 

10：00～11：30

第一保育所　4月28日 (木) 　　 5月12日 (木) 

第二保育所　4月27日 (水) 　　 5月11日 (水） 

第三保育所　4月11・25日 (月)  5月9日 (月)

子育てコラム　イキイキ子育て 

～ふれあいがひろがる町「かわべ」をめざして～ 

「あいさつ運動」・「読書推進」・「KMS9運動」を推進しています。 

あらたまプラン 

あなたの子育てをサポートします！あなたの子育てをサポートします！ 
ファミリーサポート事業 

保育所や児童クラブへの送迎や預かり、軽い病気
で保育所や学校を休む時、サポートします。　　
　　　　　　詳しくは教育委員会まで　蕁53-2650

あなたの子育てをサポートします！ 

わくわく子ども教室 
　今年度も川辺町「まちの先生」による、た 

くさんの教室を開催します。前期「わくわく 

子ども教室」の申し込みを受け付けます。 

　受付　4月24日（日） 9：00～10：:00 

　　　　　 26日（火）～28日（木） 

　　　　　　　　　　　9：00～17：00 

　場所　中央公民館・教育委員会 

わくわく子ども教室 

みんな 
あそびにきてね！！ 

　なぜ、朝食をとることは大切なのでしょうか。朝食は一日の生活のスタ

ートです。朝食をとることにより身体にエネルギーを補給し、集中力やや

る気、体力を発揮し持続させ、一日の身体のリズムを整えることができます。 

　特に、子どものころは食生活を含めた基本的な生活習慣が形成されてい

く大切な時期です。朝食をしっかりとる習慣を子どものころに身につける

ことは、生涯を通じて健康な生活を送る基礎を培うことにもつながるのです。 

　　　　　　　　　（家庭教育手帳ワクワク子育て・文部科学省発行より） 

あらたまプラン 

平成28年度 
乳幼児期家庭教育学級生募集受付中 

※入級申し込み用紙は 
　・中央公民館 
　・子育て支援センター 
　・保健センターにあり 
　　ます。 
※問い合わせ・申し込み 
　は教育委員会へ 
　蕁53-2650
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去
る
３
月
６
日
（
日
）
、
中
央
公
民
館
で

春
の
文
化
祭
（
川
辺
町
文
化
協
会
主
催
）

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
が
、
芸
能
発
表
会
の

席
上
、
ア
カ
ヤ
シ
オ
賞
表
彰
式
が
執
り
行

わ
れ
ま
し
た
。
 

　
「
ア
カ
ヤ
シ
オ
」
と
は
、
ヤ
マ
ツ
ツ
ジ
の

一
種
で
、
葉
の
展
開
に
先
立
っ
て
花
を
咲

か
せ
ま
す
。
花
径
は
４
〜
５
セ
ン
チ
あ
り
、

花
の
色
は
淡
い
紅
色
。
花
冠
は
広
い
漏
斗

状
で
、
５
枚
の
花
び
ら
に
分
か
れ
ま
す
。

川
辺
町
最
高
峰
「
納
古
山
」
山
頂
に
、
毎

年
厳
し
い
冬
に
耐
え
て
、
春
に
な
る
と
可

憐
な
花
を
咲
か
せ
ま
す
。
 

　
川
辺
町
で
は
、
平
成
２５
年
度
に
「
川
辺

町
子
ど
も
表
彰
制
度
」
を
創
設
し
、
ア
カ

ヤ
シ
オ
賞
と
命
名
し
ま
し
た
。
川
辺
町
に

在
住
す
る
子
ど
も
の
優
れ
た
活
動
を
認
め
、

こ
れ
を
顕
彰
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
子
ど

も
た
ち
の
健
全
な
育
成
を
図
り
、
次
代
を

担
う
人
材
育
成
の
一
助
に
す
る
も
の
で
す
。

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
門
」「
ス
ポ
ー
ツ
部
門
」

「
学
習
文
化
部
門
」
「
立
志
部
門
」「
一
般

部
門
」
の
５
部
門
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

ち
な
み
に
ア
カ
ヤ
シ
オ
が
咲
く
納
古
山
は

海
抜
６
３
３
メ
ー
ト
ル
で
す
が
、
小
・
中
・

高
校
の
６
・
３
・
３
に
通
じ
る
よ
う
な
気

が
し
ま
す
。
晴
れ
の
受
賞
者
は
次
の
皆
さ

ん
で
す
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
 

　
　
　
　
　
　
　
　
川
辺
町
長
　
佐
藤
光
宏
 

町
長
の
机
か
ら
 

　
　
第
1
7
4
回
 

オーストラリア・ダボ市へ派遣する生徒を募集します 

　町では生徒の国際感覚を養うことを目的に、NPO法
人美濃加茂国際交流協会が主催する「中・高校生ダボ
市派遣事業」を共同実施します。 
日　　　程　7月30日(土)～8月10日(水) (予定) 
募 集 人 員　美濃加茂市、坂祝町、川辺町で10人程度 
対　　　象　　美濃加茂市、坂祝町、川辺町在住の中学
　　　　　　2､3年生、美濃加茂市在住または在学の
　　　　　　高校生（この事業に積極的な研修意欲が
　　　　　　あり、帰国後にダボ市からの交換留学生
　　　　　　受け入れなど、協会事業について活発に
　　　　　　活動ができる人） 
個 人 負 担  17万円程度 

説  明  会  4月23日（土）19：00～　美濃加茂市生涯
　　　　　　学習センター404号室 
申 込 期 限　5月10日（火）16：00まで　郵送の場合は
　　　　　　5月9日（月）必着 
　　　　　　（選考会：5/14（土）13：00～） 
申し込み先　町在住中学生は町教育委員会、その他は
　　　　　　下記協会事務局 

NPO法人美濃加茂国際交流協会事務局 
美濃加茂市太田町2689（まちづくりセンター内） 
　　　　　　　　　　　　　　蕁24-7771 
町教育委員会　学校教育担当　蕁53-2650（内線515） 

平成28年3月31日付け 
退職 

氏　名 

山田 典明 

井戸 まゆみ 

退職時所属および補職名 

参事 

産業環境課主査 

平成28年4月1日付け 
新規採用 

氏　名 

上村 和輝 

栗本 啓子 

松田 多加 

平賀 由紀子 

 所属および補職名 

基盤整備課主事 

住民課主事 

住民課主事 

第一保育所保育士 

平成28年4月1日付け 
人事異動など 
（課長補佐級以上） 

異動・昇格後所属および補職名 

参事 

総務課課長 

企画まちづくり課課長 

総務課課長補佐 

嶋崎 正治 

桜井 繁治 

井上 健 

重本 佳明 

 （前所属および補職名）  氏　名 

総務課課長 

企画まちづくり課課長 

総務課対策監 

税務課課長補佐 

・川辺東小　６年　日比野里帆 
　スポーツ「県スポーツ吹き矢ジュニア大会」総合優勝ほか 
・川辺中　　３年　栗山　彩 
　学習文化「県児童生徒科学作品展」優秀賞 
・川辺中　　３年　日比野徳宏 
　スポーツ「全国新人競漕大会男子シングルスカル」優勝ほか 
・川辺中　　３年　永吉　正磨 
　スポーツ「全国新人競漕大会男子ダブルスカル」３位 
・川辺中　　３年　渡辺　晃平 
　スポーツ「全国新人競漕大会男子ダブルスカル」３位 
・川辺中　団体　生徒会 
　ボランティア「アルミ缶、牛乳パック集めの収益金を茨城県常総市へ見舞金として送金した」 
・川辺西小　団体　児童会 
　ボランティア「アルミ缶、牛乳パック集めの収益金を茨城県常総市へ見舞金として送金した」 

ア
カ
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賞
 

表
彰
式
 

ア
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オ
賞
 

表
彰
式
 



21 KAWABE



P
 ick
 

u
p 

ご
当
地
グ
ル
メ
発
掘
！
　第
7回
　か
も
1グ
ラ
ン
プ
リ
in
坂
祝
 

【
日
時
】
平
成
2
8
年
5
月
8
日
（
日
）
 

　
　
　
　
　
  
9
：
3
0
～
　
開
会
式
　
 

  

　
　
　
　
　
1
0
：
0
0
～
　
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｎ
 

  

【
会
場
】
坂
祝
町
中
央
公
民
館
駐
車
場
 

 

地
元
特
産
品
を
使
用
し
た
  

　
　
　
　
　
料
理
が
盛
り
だ
く
さ
ん
！
 

昨
年
度
の
様
子
 

【
編
集
】
 

2
0
1
6

4
/1
4
V
ol
.5
6
2

川
辺
町
役
場
　
企
画
ま
ち
づ
く
り
課
　
広
報
担
当
 

T
E
L
　
0
5
7
4
-5
3
-2
5
1
1
　
　
F
A
X
　
0
5
7
4
-5
3
-2
3
7
4

h
tt
p：
//
w
w
w
.k
a
w
a
b
e
-g
if
u
.j
p

p
u
b
li
c
 r
e
la
ti
o
n
s

〒
50
9-
03
93
　
岐
阜
県
加
茂
郡
川
辺
町
中
川
辺
15
18
-4

Ｅ
メ
ー
ル
　
k
ik
a
k
u
@
to
w
n
.g
if
u
-k
a
w
a
b
e
.lg
.j
p

か
も
1
グ
ラ
ン
プ
リ
実
行
委
員
会
　
蕁
5
3
-6
3
7
7
 

企
画
ま
ち
づ
く
り
課
　
　
　
　
　
　
蕁
5
3
-7
2
1
3

4/
24
　
濃
飛
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク
 
蕁
53
-3
11
1

4/
17
　
太
田
メ
デ
ィ
カ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
 
蕁
26
-2
22
0

4/
29
　
さ
ぐ
ち
内
科
　
　
　
　
　
　
蕁
27
-7
31
4

5/
1　
　
木
沢
記
念
病
院
　
　
　
　
　
蕁
25
-2
18
1

5/
3　

和
知
す
こ
や
か
ク
リ
ニ
ッ
ク
 
蕁
43
-3
00
1

5/
4　
み
の
か
も
西
ク
リ
ニ
ッ
ク
　
　
蕁
28
-5
31
0

5/
5　

小
林
ク
リ
ニ
ッ
ク
　
　
　
　
　
蕁
25
-8
07
7

5/
15
　
木
沢
記
念
病
院
　
　
　
　
　
蕁
25
-2
18
1

5/
8　

太
田
メ
デ
ィ
カ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
 
蕁
26
-2
22
0

日
に
ち
 

学
校
・
保
育
所
 

行
事
・
相
談
 

ご
み
収
集
 

燃
え
る
ご
み
（
毎
週
月
・
木
）
 

ま
ち
の
カ
レ
ン
ダ
ー
4
月
・
5
月
 

休
日
急
患
診
療
日
は
 

こ
ち
ら
 

　 月  4 　 月  5

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
・
蛍
光
管
 

阿
夫
志
奈
神
社
祭
礼
（
上
川
辺
）
 

春
の
遠
足
（
1保
）
 

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
 

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
 

家
庭
訪
問
（
東
小
・
北
小
・
中
）
 

健
康
相
談
（
保
健
セ
ン
タ
ー
）
 

　
　
　
　
　
　
　
10
：
00
～
11
：
00

25
月
 

参
観
日
・
P
T
A
総
会
（
西
小
）
 

家
庭
訪
問
（
東
小
・
北
小
・
中
）
 

資
源
回
収
（
2保
）
 

健
康
相
談
（
や
す
ら
ぎ
の
家
）
 

　
　
　
　
　
　
　
10
：
00
～
11
：
00

28
木
 

ガ
ラ
ス
・
資
源
ビ
ン
・
粗
大
ご
み
 

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
・
蛍
光
管
 

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
・
蛍
光
管
 

14
木
 

16
土
 

29
金
 

資
源
回
収
（
2保
）
予
備
日
 

岐
阜
レ
ガ
ッ
タ
（
川
辺
漕
艇
場
）
 

30
土
 

1
日
 

2
月
 

3
火
 

17
日
 

22
金
 

参
観
日
・
P
T
A
総
会
（
東
小
・
北
小
）
 

23
土
 

参
観
日
・
P
T
A
総
会
（
中
）
 

24
日
 

家
庭
訪
問
（
東
小
・
北
小
・
中
）
 

春
の
遠
足
（
2保
）
 

26
火
 

家
庭
訪
問
（
東
小
・
北
小
・
中
）
 

27
水
 

18
月
 

19
火
 

20
水
 

21
木
 

15
金
 

容
器
包
装
プ
ラ
（
朝
8：
00
ま
で
に
）
 

日
に
ち
 

学
校
・
保
育
所
 

行
事
・
相
談
 

ご
み
収
集
 

燃
え
る
ご
み
（
毎
週
月
・
木
）
 

　 月  5

家
庭
訪
問
（
西
小
）
 

振
替
休
業
日
（
東
小
・
北
小
・
中
）
 

家
庭
訪
問
（
西
小
）
 

第
7回
・
か
も
1グ
ラ
ン
プ
リ
in
坂
祝
 

14
土
 

健
康
相
談
（
保
健
セ
ン
タ
ー
）
 

　
　
　
　
　
　
　
13
：
00
～
14
：
00

10
火
 

11
水
 

12
木
 

4
水
 

5
木
 

6
金
 

7
土
 

8
日
 

9
月
 

年
長
バ
ス
遠
足
（
1保
・
2保
）
 

家
庭
訪
問
（
西
小
）
 

家
庭
訪
問
（
西
小
）
 

13
金
 

15
日
 

容
器
包
装
プ
ラ
（
朝
8：
00
ま
で
に
）
 


	562_01
	562_02
	562_03
	562_04
	562_05
	562_06
	562_07
	562_08
	562_09
	562_10
	562_11
	562_12
	562_13
	562_14
	562_15
	562_16
	562_17
	562_18
	562_19
	562_20
	562_21
	562_22

